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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月16日(2018.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近位芯部材及び少なくとも１つの近位電気導体を有する近位部分であって、前記近位芯
部材の遠位セクションは第１の係合構造を含む、近位部分と、
　前記近位部分に結合される遠位部分であって、前記遠位部分は、遠位芯部材、センシン
グ要素、及び、前記センシング要素に結合される少なくとも１つの遠位電気導体を有する
、遠位部分とを有し、
　前記遠位芯部材の近位セクションは、前記第２の係合構造により前記近位芯部材の前記
第１の係合構造に係合される第２の係合構造を含み、
　前記少なくとも１つの遠位電気導体は、前記少なくとも１つの近位電気導体が前記セン
シング要素と電気通信状態になるように前記少なくとも１つの近位電気導体に結合され、
　前記第１及び第２の係合構造周辺に配置されるチューブ状部材を更に有する、センシン
グガイドワイヤ。
【請求項２】
　前記センシング要素は、圧力センサ及び／又はフローセンサである、請求項１に記載の
センシングガイドワイヤ。
【請求項３】
　前記チューブ状部材は、ハイポチューブである、請求項１に記載のセンシングガイドワ
イヤ。
【請求項４】
　前記ハイポチューブは、少なくとも１つの平面を含む、請求項３に記載のセンシングガ
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イドワイヤ。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの遠位電気導体は、前記ハイポチューブの前記少なくとも１つの平
面に沿って延在する、請求項４に記載のセンシングガイドワイヤ。
【請求項６】
　前記ハイポチューブは、２つの平面を含み、
　前記少なくとも１つの遠位電気導体は、２つの導体を含み、
　前記２つの遠位電気導体は、前記ハイポチューブの２つの平面に沿って延在する、請求
項４に記載のセンシングガイドワイヤ。
【請求項７】
　前記遠位芯部材は、前記近位芯部材が前記センシング要素と電気通信状態にあるように
、前記センシング要素及び前記近位芯部材に電気的に結合される、請求項６に記載のセン
シングガイドワイヤ。
【請求項８】
　前記近位芯部材及び前記遠位芯部材の各々は、３０４Ｖステンレス鋼、ニチノール、Ｎ
ｉＴｉＣｏ及びＭＰ３５Ｎのうち少なくとも１つで形成される、請求項１に記載のセンシ
ングガイドワイヤ。
【請求項９】
　前記遠位芯部材は、前記近位芯部材とは異なる材料で形成される、請求項８に記載のセ
ンシングガイドワイヤ。
【請求項１０】
　前記第１の係合構造は、前記第２の係合構造の平面と係合される平面を含む、請求項１
に記載のセンシングガイドワイヤ。
【請求項１１】
　前記第１の係合構造は、前記第２の係合構造の凹部と係合される凸部を含む、請求項１
に記載のセンシングガイドワイヤ。
【請求項１２】
　前記遠位部分は、前記センシング要素の近位の第１のフレキシブルな要素及び前記セン
シング要素の遠位の第２のフレキシブルな要素を含む、請求項１に記載のセンシングガイ
ドワイヤ。
【請求項１３】
　前記第１のフレキシブルな要素及び／又は前記第２のフレキシブルな要素は、コイル及
びポリマーチュービングのうち少なくとも１つを含む、請求項１２に記載のセンシングガ
イドワイヤ。
【請求項１４】
　少なくとも前記近位部分が前記遠位部分に結合される遷移領域に渡って延在する絶縁コ
ーティングを更に有する、請求項１に記載のセンシングガイドワイヤ。
【請求項１５】
　センシングガイドワイヤを形成する方法であって、
　近位芯部材及び少なくとも１つの近位電気導体を有する近位部分を設けるステップであ
って、前記近位芯部材の遠位セクションは第１の係合構造を含む、ステップと、
　遠位芯部材、センシング要素、及び、前記センシング要素に結合される少なくとも１つ
の遠位電気導体を有する遠位部分を設けるステップであって、前記遠位芯部材の近位セク
ションは第２の係合構造を含む、ステップと、
　前記近位部分を前記遠位部分に結合するステップとを有し、
　前記結合するステップは、
　前記近位芯部材を前記遠位芯部材に固定するステップであって、前記近位芯部材を前記
遠位芯部材に固定することは、前記第１の係合構造を前記第２の係合構造と係合させるこ
とを含む、ステップと、
　前記少なくとも１つの近位電気導体が前記センシング要素と電気通信状態になるように
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、前記少なくとも１つの近位電気導体を前記少なくとも１つの遠位電気導体に電気的に結
合するステップとを有し、
　前記近位部分を前記遠位部分に結合することは、チューブ状部材を係合された前記第１
及び第２の係合構造のまわりに配置することを含む、方法。
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